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三
好
町
の
特
産
品
の
カ
キ
・
ナ
シ
・
ブ
ド
ウ
。
今

回
は
、
三
好
の
秋
の
味
覚
を
代
表
す
る
ヘ
ル
シ
ー
な

フ
ル
ー
ツ
「
カ
キ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
カ
キ
が
紅
く
な
れ
ば
医
者
が
青
く
な
る
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
栄
養
価
が
高
い
カ
キ
。
特

に
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
大
変
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
町
内
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら
農
家
の
皆

さ
ん
が
愛
情
込
め
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。　

　

最
も
出
荷
の
早
い
品
種
「
西
村
早わ

せ生
」
の

目
ぞ
ろ
え
会
が
９
月
12
日
、
グ
リ
ー
ン
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
三
好
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
目
ぞ

ろ
え
会
は
、
味
や
大
き
さ
な
ど
を
確
認
し
、

品
質
基
準
を
決
め
る
も
の
。
今
年
も
三
好
の

カ
キ
の
出
来
は
上
々
と
の
こ
と
で
す
。

　

ほ
か
の
地
域
に
較
べ
て
も
、
甘
み
十
分
の

三
好
の
カ
キ
を
味
わ
い
ま
せ
ん
か
。

収
穫
の
秋
！
み
よ
し
の
果
実

　　みよしの果実

みよしのカキ（平成17年度）
栽培面積…59ha
収穫量…399t
主な品種…富有、次郎、西村など　　

目ぞろえ会で大きさや味など出荷の品質基準を決める

手際よくカキを収穫する竹谷秋
あきてる

照さん（三好下）

　果樹を作り続けておよそ30年
の竹谷さん。現在、三好町農業委
員を務め、町内の農業推進の普及
にも力を入れています。「手間を
惜しまず、愛情込めて作れば必ず
結果が出ます。三好町の果樹栽培
は、残留農薬の検査も厳しく、基
準を守って作っています。安心し
て食べられる三好の果樹を楽しん
でください」。
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平
成
17
年
度
の
三
好
町
一
般
会
計
と
特
別

会
計
を
合
わ
せ
た
全
体
の
決
算
額
は
、
歳
入

３
４
１
億
１
、１
１
１
万
円
、
歳
出
３
１
８
億

２
、
１
１
１
万
円
。
前
年
度
の
決
算
額
と

比
較
し
て
、
歳
入
で
27
億
８
、０
１
６
万
円

（
８
・
９
％
）、
歳
出
で
30
億
３
、３
２
１
万
円

（
10
・
５
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
よ
り
、
平
成
17
年
度
は
実
質
収
支（
歳

入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算
額
を
差
し
引
い
た

額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除

い
た
も
の
）で
、
17
億
８
、３
５
２
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
町
の
財
政
状
況
を
示
す
各
指
数
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
と
も
に
良
好
な
数
値
を

示
し
て
お
り
、
健
全
な
財
政
構
造
が
保
た
れ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
借
入
金（
地
方
債
）は
、

決
め
ら
れ
た
条
件
で
、
毎
年
度
元
金
お
よ
び

利
子
の
返
済
が
必
要
で
す
。
公
債
費
比
率
は
、

こ
の
元
金
と
利
子
の
総
額（
公
債
費
）の
一
般

財
源
に
占
め
る
割
合
。
財
政
の
健
全
性
を
保

つ
に
は
、
10
％
を
超
え
な
い
こ
と
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
う
ち
、
人
件
費（
職
員
給
与
や
議

員
報
酬
な
ど
）や
公
債
費
な
ど
経
常
的
な
支

出
が
、
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
経
常
的

な
収
入
に
占
め
る
割
合
。
財
政
の
弾
力
性
を

表
し
、
比
率
の
数
値
が
低
い
ほ
ど
柔
軟
な
対

応
力
が
あ
り
ま
す
。
80
％
を
超
え
る
と
弾
力

性
に
欠
け
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
の
強
弱
を
示
す

指
数
。
１
・
０
よ
り
多
い
ほ
ど
財
源
に
ゆ
と

り
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。な
お
指
数
が
１
・
０

以
上
の
地
方
公
共
団
体
に
は
、
普
通
交
付
税

が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

平
成
17
年
度
決
算
報
告

　　みよしの果実

　

三
好
町
の
財
政
の
歳
入
歳
出
状
況
を
示
す
平
成
17
年
度
決

算
が
、
平
成
18
年
第
３
回
三
好
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
決
算
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
税

金
や
国
、
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
何
に
使
わ
れ
た
か
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
町
政
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
「
ま
ち
の
家
計
簿
」
決
算
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
を
示
す
指
数

▼
問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課　

☎（
32
）８
０
０
２　

 (

32)

２
１
６
５

■
公
債
費
比
率

　

平
成
17
年
度
比
率
＝
６
・
５
％

■
経
常
収
支
比
率

　

平
成
17
年
度
比
率
＝
72
・
３
％

■
財
政
力
指
数（
単
年
度
）

　

平
成
17
年
度
指
数
＝
１
・
６
２
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【
歳
入
】

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
２
５
５
億

３
、
５
６
１
万
円
で
し
た
。
前
年
度
と
比

較
す
る
と
19
億
２
３
０
万
円（
８
・
０
％
）の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
は
、
自
動
車
関
連
企
業
の
増
収

を
主
と
す
る
法
人
町
民
税
14
億
６
、
４
８
０

万
円
の
増
加
、
愛
知
用
水
二
期
工
事
事
業
精

算
金
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
諸
収
入
14

億
２
９
６
万
円
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

町税（55.8％）
142億3,808万円

（構成比）

繰越金（8.5％）
21億7,343 万円

町債（8.4％）
21億3,340 万円

県支出金（2.4％）
6億2,093 万円

諸収入（7.6％）
19億4,150 万円

地方消費税交付金（2.1％）
5億2,784 万円

そのほか（5.2％）※2％以下まとめ
13億5,634 万円

国庫支出金（5.4％）
13億6,746 万円

地方特例交付金（2.6％）
6億6,876 万円

繰入金（2.0％）
5億787万円

■町税の決算額内訳
税　目 決算額（万円） 対前年度比（％）

町民税 78億6,108 19.1

個人 34億4,715 6.3

法人 44億1,393 31.5

固定資産税 52億7,278 3.5

軽自動車税 6,375 8.5

町たばこ税 2億7,664 0.7

都市計画税 7億6,383 2.0

合　計 142億3,808 11.5

会　計 歳入合計 歳出合計

国民健康保険特別会計 32億 9,816 30 億 4,898 

下水道事業特別会計 18億 2,222 16 億 9,933 

老人保健特別会計 19億 5,489 18 億 7,246 

土地取得特別会計 9,488 9,488 

農業集落排水事業特別会計 3億 609 2 億 9,083 

介護保険特別会計 10億 9,926 10 億 6,254 

保険事業勘定 10億 7,233 10 億 3,875 

介護サービス事業勘定 2,693 2,379 

合　計 85億 7,550 80 億 6,902 

　　　

特
別
会
計
は
、国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会

計
、
土
地
取
得
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の
６

会
計
で
す
。

　

６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
85

億
７
、５
５
０
万
円
、
歳
出
80
億
６
、９
０
２
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と

歳
入
８
億
７
、７
８
６
万
円
、
歳
出
７
億

４
、１
０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

■特別会計決算額 単位：万円

　歳入決算額：
　255億3,561万円

歳入

◆

◆
◆
◆
一
般
会
計

◆

◆
◆
◆
特
別
会
計
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一
般
会
計
の
歳
出
決
算
額
は
、
２
３
７
億

５
、２
０
９
万
円
で
し
た
。
前
年
度
と
比
較

す
る
と
22
億
９
、
２
２
１
万
円（
10
・
７
％
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
要
因
は
、
農
業
ふ
る
さ
と
振
興
基
金

の
積
立
な
ど
に
よ
る
農
林
水
産
業
費
12
億

６
、
２
４
２
万
円
の
増
加
、
北
部
小
学
校

用
地
公
社
買
い
戻
し
な
ど
に
よ
る
教
育
費

８
億
５
、３
５
６
万
円
の
増
加
、
福
谷
・
新

屋
住
宅
統
合
建
替
事
業
な
ど
に
よ
る
土
木
費

４
億
７
、０
０
８
万
円
の
増
加
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。人件費（14.7％）

34億9,829万円
扶助費（4.3％）
10億2,020万円

公債費（5.8％）
13億6,666万円

物件費（14.7％）
34億9,093万円

維持補修費（0.4％）
1億337万円

補助費（14.0％）
33億2,166万円

積立費（12.7％）
30億1,005
　　　 万円

投資費及び出資金、
貸付金（0.3％）
6,300万円

繰出金（6.5％）
15億5,909
万円

投資的経費（26.6％）
63億1,884万円

総務費（15.5％）
36億8,682 万円

公債費（5.8％）
13億6,666 万円

教育費（22.9％）
54億4,479 万円

土木費（16.6％）
39億5,083 万円

農林水産業費（7.7％）
18億3,296 万円

衛生費（11.0％）
26億1,910万円

民生費（13.9％）
32億9,394 万円

消防費（4.3％）
10億1,706 万円

議会費・労働費・商工費
（2.3％）
5億3,993 万円

区　分 決算額

事業収益 22億7,056 

事業費用 22億4,008 

事業収支 3,048 

　

病
院
事
業
会
計
決
算
額
は
、
事
業
収

益
22
億
７
、０
５
６
万
円
、
事
業
費
用
22

億
４
、０
０
８
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す

る
と
事
業
収
益
は
１
億
１
、３
８
４
万
円
、

事
業
費
用
は
８
、５
１
１
万
円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
入
お
よ
び
資
本
的
支
出
に
つ

い
て
は
、
資
本
的
収
入
２
億
６
２
２
万
円
、

資
本
的
支
出
３

億
１
、６
９
５

万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
す
る

と
資
本
的
収
入

は
８
２
０
万
円
、

資
本
的
支
出
は

１
、４
０
３
万

円
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

歳出

合計
445,296円

10,122円

69,119円
25,622
　　  円

102,077円

19,067円

74,069円

34,364円

49,102円

61,754円

■一人当たりに使ったお金
　 人口54,356人（平成18年4月1日現在）

（
病
院
事
業
）

◆
■企業会計 単位：万円

■歳出性質別決算額

　歳出決算額：
　237億5,209万円

（構成比）

区　分 決算額

資本的収入 2億622 

資本的支出 3億1,695 

資本的収支 △ 1億1,073 
※資本的収入の資本的支出に対する
不足額は、過年度分損益勘定留保資
金などで補てん。

◆
◆
◆

企 

業 

会 

計

【
歳
出
】

平成17年度決算報告
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■表1　重点推進項目取組状況

■表2　取組結果

重点推進項目 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

住民に開かれた町政の推進 4 8 8 8 8

事務事業の見直しおよび行政
サービスの向上 25 31 38 38 40

組織・機構の見直し 4 4 5 5 5

定員管理・給与などの見直し 2 2 2 3 3

職員の意識改革の推進 1 1 5 5 5

合　計 36 46 58 59 61

※完了した項目を含みます。

　

第
三
次
行
政
改
革
大
綱
の
実
現
を
通
し
て
、

行
政
に
対
す
る
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

取
り
組
む
べ
き
基
本
方
針
と
具
体
的
な
推
進
項

目
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

行
政
の
責
務
に
応
じ
た
効
率
的
な
行
政
運
営

を
町
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
参
加
を
い
た
だ
き

な
が
ら
実
施
し
、
計
画
年
次
で
あ
る
平
成
13
年

度
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
、
実
施

計
画
の
61
項
目
に
取
り
組
み
ま
し
た
。　

主
導
で
行
う
手
法
）の
活
用
」
で
し
た
。

【
取
組
成
果
】

　

取
り
組
み
に
よ
る
５
年
間
の
経
費
の
削
減
額

は
、
３
億
７
、３
４
１
万
１
千
円
で
し
た
。

　

重
点
推
進
項
目
の
内
容
と
経
費
削
減
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　　

個
人
情
報
の
保
護
や
情
報
管
理
の
適
正
化
を

進
め
、
情
報
の
公
開
・
開
示
を
積
極
的
に
行
う

た
め
の
条
件
を
整
備
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
必
要

と
す
る
情
報
を
的
確
に
、
分
か
り
や
す
く
提
供

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
文
書
保
存
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
確
立
や
広
報
広
聴
活
動
の
充
実
な
ど

で
す
。

　　

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド（
新

設
と
廃
止
）を
基
本
と
し
て
、
緊
急
度
の
高
い

事
業
を
優
先
的
に
実
施
。
ま
た
重
要
度
の
低
い

事
業
の
整
理
・
合
理
化
と
い
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
行
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
補
助
金
の
見
直
し
、
経
常
経

費
10
％
の
削
減
、
環
境
率
先
行
動
計
画
の
推
進
、

移
動
図
書
館
巡
回
場
所
の
見
直
し
、
口
座
振
替

通
知
書
の
廃
止
、
塵じ

ん
か
い芥
収
集
業
務
の
見
直
し
、

取組結果 13年度 14年度 15年度 16年度 17年度

目標達成項目数 11 25 34 38 59

目標未達成項目数 25 21 24 21 2

合　計 36 46 58 59 61

第三次行政改革大綱の取組実績
を紹介します

　三好町は多様化する行政への需要に対応するため、平成13年3月に「第三
次行政改革大綱」を策定。事務事業の見直しや職員のコスト意識を高めて、
徹底的な経費節減に取り組み、行政の簡素合理化を進めてきました。この第
三次行政改革大綱の取組実績を、今後の行政改革に生かしていきます。
　今回は、これまでの 5年間の取り組みについて、主な取組や成果を紹介し
ます。

【
取
組
状
況
】

　

61
項
目
の
取
組
実
績
は
表
１
、
取
組
結
果
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。
重
点
推
進
項
目
の
内
、

目
標
達
成
は
59
項
目
で
、
全
体
の
96
・
７
％
で

し
た
。

  

目
標
未
達
成
の
２
項
目
は
「
行
政
評
価
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
外
部
評
価
委
員
の
設
置
」と「
Ｐ

Ｆ
Ｉ
的
手
法
（
公
共
施
設
の
管
理
な
ど
を
民
間

住
民
に
開
か
れ
た
町
政
の
推
進

削
減
額　

７
４
０
万
３
千
円

事
務
事
業
の
見
直
し
お
よ
び
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上

削
減
額　

２
億
４
２
０
万
３
千
円

単位：項目

単位：項目
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の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
職

員
研
修
の
見
直
し
の
充
実
や
職
員
提
案
制
度
な

ど
で
す
。

　

職
員
提
案
制
度
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
改

善
お
よ
び
創
意
工
夫
を
奨
励
し
、
職
員
の
勤
労

意
欲
の
向
上
と
事
務
改
善
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
５
年
間
で
２
、２
６
５

件
の
事
務
改
善
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

・
み
よ
し
情
報
プ
ラ
ザ（
役
場
西
館
１
階
）

・
サ
ン
ネ
ッ
ト

・
三
好
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.m
iyo
sh
i.a
ic
h
i.jp

▼ 

問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課   

　

☎（
32
）８
０
０
２  

 （
32)

２
１
６
５

　

 

電
子
メ
ー
ル
…

　

za
ise
i@
to
w
n
.a
ic
h
i-m
iyo
sh
i.lg
.jp

● 取組実績についての詳しい内容をご
覧になれます

庁
内
情
報
の
共
有
化
と
Ｉ
Ｔ
活
用
、
保
育
園
な

ら
び
に
児
童
手
当
関
連
シ
ス
テ
ム
の
Ｏ
Ａ
化
、

住
民
健
康
シ
ス
テ
ム
の
活
用
、
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
の
導
入
で
す
。

　

補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
し

て
対
応
す
る
べ
き
必
要
性
や
費
用
対
効
果
に
つ

い
て
検
証
。
適
正
な
補
助
率
へ
の
見
直
し
お
よ

び
類
似
補
助
金
、
同
一
団
体
な
ど
に
対
す
る
重

複
補
助
金
お
よ
び
少
額
補
助
金
の
統
廃
合
を
し

ま
し
た
。

　

主
に
廃
止
し
た
補
助
金
は
、
み
ど
り
の
管
理

協
会
補
助
金
、
文
化
振
興
協
会
補
助
金
、
三
好
・

コ
ロ
ン
バ
ス
友
好
交
流
事
業
補
助
金
、
国
際
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
ヌ
ー
大
会
実
行
委
員
会
補
助
金
で

す
。

　　

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
素
早
く
対
応
し
た
施
策
を

展
開
し
て
い
く
た
め
、
行
政
運
営
の
骨
格
と
な

る
組
織
・
機
構
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
は
、
重
点
施
策
を
推
進
す
る
た
め

の
最
適
な
組
織
・
機
構
づ
く
り
を
進
め
、
市
政

を
含
む
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
・

研
究
を
行
う
た
め
に
、
企
画
部
に
市
制
準
備
室

を
設
置
。
ま
た
莇
生
地
区
多
機
能
用
地
開
発
事

業
の
よ
り
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
環
境

経
済
部
に
開
発
推
進
室
開
発
課
を
設
置
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
外
郭
団
体
へ
の
職
員
の
派
遣
削
減
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

  　　

職
員
の
適
正
な
定
員
管
理
を
よ
り
一
層
進
め

る
た
め
に
、
事
務
事
業
や
組
織
・
機
構
の
見
直

し
、
情
報
化
に
よ
る
事
務
処
理
の
効
率
化
、
迅

速
化
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

職
員
の
定
員
の
抑
制
や
給
与
な
ど
の
見
直
し
で

す
。

　

定
員
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
定
員

管
理
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
数
の
抑
制
に
努
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
５
年
間
で
職
員
数
は
39
人

増
加
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
町
民
病
院
の
医

療
体
制
の
強
化
や
看
護
体
制
を
見
直
し
、
パ
ー

ト
看
護
師
の
常
勤
化
に
よ
っ
て
21
人
増
加
、
ま

た
保
育
園
児
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
保
育
士

を
９
人
増
加
し
ま
し
た
。

　

給
与
な
ど
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
人
事
院

勧
告
の
改
定
の
動
き
に
注
視
し
、
支
給
目
的
や

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
削
減
を
行

い
ま
し
た
。

　　

時
代
の
変
化
に
素
早
く
対
応
で
き
る
人
材
育

成
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、
職

員
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
人

事
・
任
用
制
度
を
実
施
。
ま
た
研
修
計
画
な
ど

組
織
・
機
構
の
見
直
し

削
減
額　

８
２
２
万
９
千
円

定
員
管
理
・
給
与
な
ど
の
見
直
し

削
減
額  

１
億
１
、４
４
８
万
３
千
円

職
員
の
意
識
改
革
の
推
進

削
減
額　

１
２
６
万
３
千
円

園児の増加に伴い保育士を増員
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